
 

 

 

 

 

 

 

地区別防災カルテの解説・使い方 
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和田地区 



地区境界 

 
※地区境界は変更になることがあります。現状と必ず一致するものではありません。 
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１． 地区別防災カルテ作成の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 様式について 

地区別防災カルテは、次の３種類の様式で構成されます。 

 名称 主な内容 

様式１ 地区概況 

基本情報、指定緊急避難場所・指定避難所、主な防災関連施設、地

震被害予測結果、風水害予測結果、災害危険性の評価、自由記入

欄（地域の取り組み等） 

様式２ 防災アセスメント調査 
地震被害予測（震度、液状化、建物全壊率） 

風水害被害予測（土砂災害警戒区域、洪水浸水想定区域） 

様式３ 防災マップ 
指定緊急避難場所・指定避難所、主な防災関連施設、町内公民館・

集会所、消防団区域、活断層 

 

【出典】 

「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 8JHs 93」 

池田安隆・岡田篤正・後藤秀昭・東郷正美・中田高（2007）:1:25,000 都市圏活断層図「梓湖」,国土地理院. 

鈴木康弘・千田昇・廣内大助・松多信尚（2020）:1:25,000 活断層図「松本（改訂版）」,国土地理院. 

廣内大助・澤祥・松多信尚・安江健一（2020）:1:25,000 活断層図「信濃池田（改訂版）」,国土地理院. 

松多信尚・澤祥・鈴木康弘・中埜貴元・廣内大助（2021）:1:25,000 活断層図「諏訪（改訂版）」,国土地理院. 

長野県地震被害想定調査（平成 27 年） 

３． 地区別防災カルテの使い方 

 

【自治会等で利用する場合】 

 

 

 

 
 

【個人で利用する場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

種類 名称 

水害 

① 昭和 20 年 10 月大雨 
② 昭和 36 年 9 月第 2 室戸台風 
③ 昭和 57 年 9 月台風 18 号 
④ 平成 11 年 6 月梅雨前線豪雨 
⑤ 平成 18 年 7 月豪雨 
⑥ 平成 23 年 6 月大雨 
⑦ 平成 23 年 9 月台風 15 号 
⑧ 令和 3 年 8 月停滞前線による大雨 

土砂 
災害 

① 1847 年善光寺地震による山崩れ 
② 昭和 58 年 9 月台風 10 号による土石流 
③ 平成 16 年 10 月台風 23 号による土砂流出 
④ 平成 18 年 7 月豪雨による土砂崩落・土砂流出 
⑤ 平成 23 年 6 月大雨による土石流 

地震 
災害 

① 直下型の地震：1847 年善光寺地震、 
201１年長野県中部地震など 

② 海洋性の地震：1854 年安政東海地震など 
③ 群発地震：1965 年～松代群発地震など 

過去の主な災害 

病院や診療所で診察を受けるとき、医師はカルテに患者の病状や処置、経過等を記録します。

患者の病状を地区の災害危険性、処置や経過を避難訓練や防災施設の整備ととらえ、防災に関

する情報を記録したものが「地区別防災カルテ」になります。 

地区別防災カルテには、松本市ハザードマップ（防災マップ）には載っていない地震等の被害

想定結果も掲載しています。地区ごとに被害の特徴を把握して、防災対策に役立てましょう。 

地区別防災カルテとは？ 

① 自宅、通勤通学経路、勤務先・通学先、買い物先など、日ごろ滞在する場所や通過する場所

の安全性（危険性）、災害の種類等を確認する。 

② 災害時における避難の必要性について考える。 

※災害の起き方は多様なため、複数のケースへの対応を考えておく。 

③ 避難する場合、避難しない場合の両方について、その後の行動を考える。 

★自宅に危険がある等、避難する必要がある場合 

  ・いつ（どのタイミングで、色々なケースを想定） 

  ・どこに（複数の避難所・避難場所） 

  ・どうやって（どの道を通るか、歩いて行けない場合はどうするか？） 

  ※この他、家族との連絡手段や集合場所等を確認しておく 

★自宅の方が安全なため、避難しない場合 

  ・孤立の可能性はあるか 

  ・周囲に対して、無事を知らせる手段の確認 

★備蓄品、備蓄場所、非常用持ち出し品の確認 

  ※おむつ、常備薬等、家族構成によって、必要なものが変わる。 

 

④ 防災マップ（様式３）に避難先・避難経路・注意事項等を書き込み、「我が家の防災カルテ」を

作成する。 

① 災害発生前に準備しておいた「我が家の防災カルテ」をもとに行動する。 

② 大型台風の接近や豪雨災害時の避難行動は、気象状況と家族の体力などを考えて決める。 

 

災害時 

松本市は、これまで台風や梅雨前線に

よる豪雨時に河川の氾濫や土砂災害がた

びたび発生しています。そのため、防災・

減災の取り組みを充実させることが必要

不可欠です。 

地区別防災カルテは、災害時に地域

が、家族が、個人が、どのように行動をす

ればよいか、また、災害発生前にどのよう

な備えをしておけばよいかを考えるために

活用する資料です。 

① 地域の危険箇所を把握 

② 災害の危険がある地域住民への啓発強化 

③ 避難時の支援や避難方法・避難時期の確認 

④ 孤立地域の確認 

災害発生前 
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～地区別防災カルテの一覧～ 

地震被害予測 標高マップ 

火山ハザードマップ 雪崩危険箇所位置図 

松本市の標高分布

を確認できます。 

松本市内で雪崩被害のおそ

れがある「雪崩危険箇所」の

位置を把握できます。 

松本市内で火山噴火による被

害がある場所を把握できます。

（焼岳、乗鞍岳による被害） 

松本市に影響のある地震や被害

の大きさを把握できます。 
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地区内の避難所や防災関連施設

の位置を地図上で確認できます。 

地区内で土砂災害が 

起こりやすい場所を把握できます。 

地区内で水害により 

浸水しやすい場所を把握できます。 

松本市に大きな影響をもたらすと予想される地震

について、地区内の震度分布・液状化危険度・建

物全壊率を地図で確認できます。 

～地区別防災カルテの一覧～ 

様式 1 地区概況 様式 2-1 地震マップ 

様式 2-2 風水害マップ 様式 3 防災マップ 

地区の防災関連

施設等を確認で

きます。 

地区内の地震・風

水害の被害予測を

確認できます。 

地区内の人口や

建物の建築年等

を把握できます。 

地区の災害危険性を

確認できます。 

地区独自の取り組みや家族で決

めていること等を自由に書き込

むことができます。 

地区内の避難

所等を確認で

きます。 
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〇松本市に大きな影響を及ぼす地震 

松本市では、１８４７年の善光寺地震や 201１年６月の長野県中部地震などによって、大きな被害が発

生しています。 

平成 27 年 3 月に長野県が実施した地震被害想定調査を参考に、松本市に大きな影響を及ぼす糸魚

川－静岡構造線断層帯（全体）地震について、震度分布・液状化危険度を図に示しています。 

なお、被害想定調査は、地震の規模や断層の活動範囲など、ある一定の条件を設定して行っていま

す。このため、実際の地震が想定どおりになるとは限りません。 

松本市付近の主要活断層 断層イメージ

 

〇地震による建物被害 

下の表は、被害が一番大きくなると予想される「強風時冬 18 時」に地震が発生した場合の建物被害数

を示しています。 

建物数 

建物被害 

液状化 揺れ 土砂災害 火災 
総計 

全壊 半壊 全壊 半壊 全壊 半壊 焼失 

110,308 77 318 11,288 10,768 124 292 5,272 28,139 

 

地震被害予測 

 
〇震度分布図 

 

 

〇地震による液状化現象 

液状化現象は、地下水位が高く、ゆるく堆積した砂

地盤などが地震により激しく揺らされ、土の粒子が水

と混ざり合って、一時的に液体のようにやわらかくなる

ことをいいます。 

液状化が発生すると、地面の沈下・陥没が発生して

土地や建物が傾いたり、倒壊することがあります。 

出典：長野県地震被害想定調査（平成 27 年） 

出典：長野県地震被害想定調査（平成 27 年） 

糸魚川－静岡構造線
断層帯（全体） 

揺れによる被害 液状化による被害 
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標高マップ 
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標高マップ（低地部拡大） 
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火山ハザードマップ（焼岳） 

 

出典：長野県松本地域振興局「焼岳火山防災マップ（令和７年８月版）」 
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火山ハザードマップ（乗鞍岳）

出典：長野県松本地域振興局・松本市「乗鞍岳火山防災マップ(保存版)」 
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雪崩危険箇所位置図 

 



○概要 〇位置図

〇地震被害予測結果
▼人的被害

▼地震動

〇基本情報　※人口：2025年6月時点、建物：2025年1月時点

人 % ▼建物被害　※揺れ・液状化・土砂災害による被害

人 %

人 %

人 % ▼火災被害数 ▼孤立可能性がある集落を含む町会

人

世帯 ▼ライフライン被害（直後）

人/世帯

棟 %

棟 % ※「＊」：四捨五入後の被害量は1に満たない。

棟 % 〇風水害被害予測結果
棟 % ▼土砂災害警戒区域 ▼土砂災害避難人口

棟 % 人 人

棟 % 人 人

棟 % 人 人

棟 %

棟 ▼洪水浸水想定区域 【想定最大規模降雨】

〇指定緊急避難場所・指定避難所 ▼浸水避難人口 【想定最大規模降雨】

人 人 人

▼浸水建物棟数 【想定最大規模降雨】

棟 棟 棟

※「＊」：四捨五入後の被害量は1に満たない。

〇災害危険性の評価

※１：２階以上のみ　　※２：融雪型火山泥流の場合　　△：一部のみ（詳細は松本市ホームページで確認）

〇主な防災関連施設 〇自由記入欄（地域の取り組み等）

和田 - 1

- 医療救護所 -

ヘリポート -

河川カメラ -

水位観測所 -

警察機関 -

救急告示
医療機関

工業団地を抱えるため、平日は従業員や運送車両の往来が多い。災害時にはこれら就業者の避
難誘導や帰宅抑制の周知が必要である。

地域づくりセンター 和田地区地域づくりセンター
消防機関 第１２分団

その他

風水害

三間沢川、鎖川などの洪水により、地区の南側で浸水被害が想定され、浸水避難人口は約
46.2%と予測される。
危険箇所を事前に把握するとともに、大雨や台風等が想定される場合は、危険な場所から安全
な場所へ早めに避難する必要がある。

糸魚川－静岡構造線断層帯地震では、最大震度6強の揺れが予測される。
建物被害やライフライン被害が予測される。
家具の転倒防止や身の回りの整理、感震ブレーカーの設置など防災対策が重要となる。

臨空工業団地体育館 和田4010-26    × ○ ○ ○

○※１ ○ ○ ○

○  

 和田運動広場 和田850-1    ×

和田公民館 和田2240-31 ○ ○ ○

○ ○ ○  

芝沢小学校 和田1118 ○  ○ ○

 

地震
 

○ ○ ○

○ ○

河岸侵食 7 氾濫流 1

芝沢運動広場 和田1058-2    ○

○ ○ ○  想定最大規模 1,634芝沢体育館 和田1050-2 ○   ○

0 氾濫流 0

洪水 土砂 地震 火災 火山

k㎡

施設・場所名 所在地
指定

避難所
要援護者

優先
公共無線

LAN

災害の種類 想定最大規模 1,862 河岸侵食

合計 2,656

最大浸水深  5.0m以上10.0m未満 浸水合計面積 4.19

箇所 地すべり - うち特別警戒区域 -

1981年以降 530 20.0 地区の人口構成 地区の建物構成（木造）
非木造

1980年以前 330 12.4 地すべり - 箇所 うち特別警戒区域 -

急傾斜地 - うち特別警戒区域 -

2002年以降 562 21.2 土石流 - 箇所

急傾斜地 - 箇所 うち特別警戒区域 - 箇所

-うち特別警戒区域 - 箇所 土石流 - うち特別警戒区域

1981～1989年 215 8.1

1990～2001年 243 9.1

0 0

1963～1971年 174 6.6

1972～1980年 219 8.2

なし
世帯数 1,515

平均世帯人数 2.66 市内の停電率（％） 90.0 36.1

建
物

木造

合計 4,029 焼失棟数（棟） 0 0

町会名

1962年以前 383 14.4 ガス停止戸数（戸）

人
口

2,332 57.9 半壊（棟）

65歳～ 1,168 29.0

1

5～14歳 420 36.0 全壊（棟） 38 6 避難者（当日）（人） 277 78

0～4歳 109 9.3 自力脱出困難者（人） 15

15～64歳

18 和田
・地区の大部分が扇状地性の低地で、南側を三間沢川が流れる。
・主要地方道などの主要な道路が通る。
・広範囲が農地で、道路沿いに集落が点在する。主要道路沿いに
は工場が立地し、北部には、住宅団地がある。 項目

糸魚川-静岡構造線
断層帯(全体)

境峠・神谷断層帯
（主部）ケース４ 死者（人） 3 *

負傷者（人） 39 15

震度 6強 6弱 重傷者（人） 5 *

235 97 避難者（最大）（人） 1,026 147

0～4歳 5～14歳

15～64歳

65歳～

1962年以前

1963～1971年

1972～1980年

1981～1989年

1990～2001年

2002年以降





和 田
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口
駅
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溝
駅
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村
駅

神 林

北 荒 井 橋

下 横 切 水 路 橋

下 水 代 橋

北 水 代 橋

太 子 西 橋

和 田 桜 橋

梶 海 渡 橋

馬 橋

日 影 橋

乃 木 橋

仁
科
橋

大
柳
橋

鎖
川
橋

千
国
橋

上
手
橋

東 筑 摩 郡

水 代 橋

川
西
橋臨 空 夢 大 橋

神
林
橋

南 水 代 橋

本 郷 橋

神 林

和

田

川
神

林

川

和 田 川

和 東 堰

鎖 川

堀 川

三

間

沢

川

!

芝沢小学校(洪、土)

和田公民館(洪※、土、要)

神林公民館(洪※、土、要)

芝沢体育館(洪、土)

神林体育館(洪※、土)

波田ひがし保育園(洪、土)

芝沢運動広場(洪、土)

和田運動広場(土)

神林運動広場(土)

大久保原公園(土)

臨空工業団地体育館(土)

291

449

298

296

291

48

158

長
野
自
動
車
道

長
野
自
動
車
道

第10分団

第11分団

第12分団

第13分団

第14分団

第40分団

第41分団

笹賀

新村

神林

島立

波田

和田 - 3

様式2-2

風水害マップ

【和田】

0 250 500
m

市ではハザードマップ（防災マップ）を
公表しています。この防災カルテと合
わせて確認しましょう。

https://
www.city.matsumoto.nagano.jp
site/chiku-info/50200.html

1,000年に1度程度起こる
大雨の場合(想定最大規模)

急傾斜地（特別）

急傾斜地

地すべり

土石流（特別）

土石流

土砂災害警戒区域

家屋倒壊等
氾濫想定区域

0.5m未満

0.5m以上3.0m未満

3.0m以上5.0m未満

5.0m以上10.0m未満

10.0m以上20.0m未満

浸水想定区域（浸水深）

アンダーパス!

地下街!

水位観測所

河川カメラ

町内公民館・集会所

※一部のみ可能

※2階以上可能(洪)洪水時利用可
(土)土砂災害時利用可
(要)要援護者優先避難所
　    医療救護所
　    公共無線LAN

指定緊急避難場所

指定避難所

消防団区域

県道

国道

高速道路

行政界

地区境界

対象地区境界

凡　例

※地区境界については変更になることがあります。現状と必ず一致するものではありません。

https://www.city.matsumoto.nagano.jp/site/chiku-info/50200.html
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※地区境界・町会境界については変更になることがあります。現状と必ず一致するものではありません。
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